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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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本論文の結果は、看護分野における手浴法が、脳卒中片麻痺手の改善に寄与する初めての報告
であり、これからの医療費、介護費削減に向けた意義のある方法になる可能性があると思われる。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、提案手法の継続的に実施する方法はあるか、
ツボ押し箇所はどのように選んだのか、等種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によっ
て質問者の理解が得られた。  
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
